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ヨコ
 1 物が燃える時に立ちのぼるもの
 4 ナマコの内臓の塩辛
 7 東を英語で言うと
 9 ムダにすること。食品◯◯
10 目の上に連なって生えている毛
12 川や海の水際
13 馬の毛を使ったモンゴルの弦楽器
15 部屋に入る時にドアをたたくこと
17 「かなかな」と鳴くセミ
19 品物の良い悪い
21 自分で床の掃除をする
                          ロボット掃除機
22 夏の土用の頃の大きな波
24 物理学で四次元のこと。時間と空間
25 くちばしとつばさを持ち羽毛で
　　　　　　　　おおわれている動物
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クロスワードパズルを解いて、A～Fをつないでできる言葉を答えてください。

クロスワードパズル
にじまつまもる

月9月9



クロスワードパズルの答え

答え
「やりかけのまつ」
（槍かけの松）

　 槍かけの松は、「虹の松原」の七不思議の一つにまつ

わるのもので、 幹がたくさんの槍が立てかけられるよう

に横に伸びています。

　名前の由来は、豊臣秀吉が朝鮮出兵 ( 文禄・慶長の役 )

の拠点として名護屋城（唐津市鎮西町）を構えた時、秀

吉の軍隊がたくさんの槍を立てかけたためと言われてい

ます。現在は二代目の槍かけの松となっています。

　ここ以外に清亮寺（東京都足立区）の槍かけの松が有

名でしたが、いまは現存せず、水戸光圀がまつわる話だけが残っています。

　では、どうして、このような松ができたのでしょうか。黒松は、生命力が強いため、古くから長寿

と繁栄を象徴する縁起の良い木として和風庭園や慶事の装飾として使われるほか、砂防、造林などの

実用を目的として海岸沿いに植栽されてきました。

　虹の松原もこのような理由から植林され、長い年月、玄界灘からの強い北風から農地や住居を守っ

てきたからこのような形になったものです。

　また、地域の方々も松葉かきをするなど、松には最適な環境である「白砂青松」の姿を守ってきて

いました。

　言い換えれば「槍かけの松」など幹が曲がりくねっている姿は、自然と人の暮らしが共生してきた

証ともいえます。

　これからも KANNE は、自然と人の暮らしが共生した環境が持続可能な地域になるよう活動してま

いります。
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